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本マニュアルの使い方
ツールバーで：

ページ内で：
目次ページの文字列をクリックすると、その表題の詳細情報にジャンプします。

印刷する：
画面表示を最適化すると、本マニュアルのページは印刷用に 8 1/2 x 11 インチおよび A4 用紙サイズに書式が設定さ
れ、印刷範囲としてマニュアル全体、特定のページまたはセクションのみを選択できます。

終了するには：
画面の一番上にあるメニューバーから[File] > [Quit] を選択します。

このマニュアルで使われているアイコンについて
イタリック体の段落には、記述されている情報の種類を表すアイコンがついています。

重要な情報：このアイコンは、遵守すべき重要な手順を表しています。

技術面での注意：このアイコンは、最大限のパフォーマンスを得るために役立つヒントを表しています。

注意！このアイコンは潜在的な危険を知らせるもので、その危険を回避するためのヒントを提供します。
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著作権

Copyright © 2005 LaCie.All rights reserved.電子、機械、コピー、記録など、様式や手段の如何を問わず、本書のいかな
る部分も当社の書面による事前の承諾なしに読み出しシステムに複製、保存したり、伝送を行うことを禁じます。

商標について

Apple、Mac、Macintosh および FireWire は、Apple Computer 社の登録商標です。Sony および iLink は、Sony Electronics
社の登録商標です。Microsoft、Windows、Windows 98 SE、Windows Millennium Edition、Windows 2000 および
Windows XP は、Microsoft Corporation の登録商標です。このマニュアルに記載されているその他の商標は、関連各社
に帰属します。

変更について

本マニュアルで使用する資料は参考情報としてのみ提供されるもので、予告なく変更することがあります。本書の作
成にあたっては正確さを期していますが、本書に掲載された情報の誤謬または省略に起因する、あるいは本書に記載
する情報を利用した結果により生じる損害に対して、当社は一切の責任を負いません。当社は、無条件で製品の設計
または製品マニュアルの変更や改訂を予告なく実施する権利を有します。

Federal Communications Commission Radio Frequency Interference Statement (FCC)
警告：遵守責任を有する団体による明確な承認を受けずに本機器に変更または
修正を加えた場合、ユーザーは本機器を操作する権利を失うことがあります。
本機器は、FCC 規則 Part 15 に定められたクラス B デジタル装置に関する規制
要件の試験に合格し、同規則に準拠することが証明されています。これらの規
則要件は、本機器を商業環境で操作する際に有害な干渉から適切に保護するた
めに設けられています。本機器は、無線周波数帯域のエネルギーを発生および
使用するもので、これを放射する場合もあります。さらに、本取扱説明書の指
示に従って設置および利用しない場合、無線通信に有害な干渉をもたらす場合

があります。ただし、特定の設置方法において干渉が発生しないという保証はありません。本機器がラジオ、テレビ
の受信に有害な干渉をもたらし、その原因が本機器の電源のオン / オフによるものであると判断した場合、ユーザー
は次に記す処置により、その干渉を是正することをお勧めします。

• 受信アンテナの向き、または位置を変える。
• 本機器と受信機の距離を離す。
• 受信機が接続されているものとは異なる別系統のコンセントに、本機器を接続する。
• 販売代理店または経験を積んだラジオ / テレビ技術者に相談する。

本装置が関連 FCC 規制に準拠するには、シールドケーブルおよび I/O カードを使用する必要があります。
本装置は、FCC 規則のパート 15 に準拠しています。操作は次の 2 つの条件に基づきます。(1) 本装置は有害な電波障
害の原因となってはならない。(2) 本装置は誤動作の原因となる妨害を含め、受信する妨害を許容しなければならない。

FCC 規格による
適合試験済み

FOR HOME OR OFFICE USE

LaCie d2 DL DVD±RW Drive 



序文
5 ページ

LaCie d2 DL DVD±RW Drive - Toast 7 Titanium
ユーザーマニュアル

カナダ適合規定

本クラス A デジタル機器は、カナダ干渉発生機器規定 (Canadian Interference-Causing Equipment Regulations) のすべて
の要件を満たしています。

CE 認証に関するメーカーの宣言
当社は、本装置が欧州委員会発行の EMC 指令 (89/336/EEC) および低電圧指令 (73/23/EEC) の双方に準
拠していることを言明します。

これらの指令への準拠は、以下の欧州規格を満たしていることを意味します：

クラス B EN60950、EN55022、EN50082-1、EN61000-3-2
下記条件に関して：

73/23/EEC 低電圧指令
89/336/EEC EMC 指令

レーザー製品

本製品は、本製造日時点において DHHS 規則第 21 条 CFR 第 I 章、条項 J に準拠していることが証明されています。本
装置は、第I種レーザー製品に分類され、ドライブ外部に有害なレーザー光線を放射することはありません。
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健康、安全性、および一般的使用についての注意
お買い求めいただいた製品は、「レーザー クラス I」製品に認定されたレーザー ダイオード デバイスが含まれていま
す。通常の使用条件であれば、このレーザーは使用者にとって危険となることはありません。ただし、レーザー放射
の反射にさらされる危険性があるため、ディスク読み取りシステムに反射物を置かないようにしてください。

本製品を安全に正しくお使いいただくため、必ず次の基本的注意を守ってください。以下のガイドラインに従ってい
ただくことで、使用者および他者の怪我、デバイスや他のコンピュータ機器の損傷を回避するのに役立ちます。注意
点には以下が含まれますが、これだけに限定されるわけではありません。

健康および安全上の注意：
• 本デバイスの設定にあたっては、本ユーザーマニュアルを注意して読み、正しい手順に従ってください。
• 開いた状態の DVD/CD メディア トレイを覗き込んだり、手を入れたりしないでください。デバイスが動作していな
いときでも、レーザー ダイオードを直接的または間接的 (鏡など) に見ないでください。デバイス内のレーザーに目ま
たは皮膚をさらすと、やけど、失明、その他の怪我を負う危険性があります。

• デバイスを開けたり、分解または改造しないでください。感電、火災、ショート、有害な放出などの危険を避ける
ため、デバイスに金属物質を挿入しないようにしてください。本製品には、お客様ご自身で修理可能な部品は一切含
まれていません。故障が見られる場合は、資格を有する LaCie メンテナンススタッフに点検をご依頼ください。
• デバイスを雨に晒したり、水の近く、または湿気の多い場所、濡れた状態で使用しないでください。中に液体の入
ったものを置かないでください。こぼした場合に開口部分より水が入る恐れがあります。これにより、感電、ショー
ト、火災、けがなどの危険性が高まります。

• コンピュータおよびデバイスの電気アースが取られていることを確認してください。デバイスのアースを取ってい
ないと、感電の危険性が高くなります。

• ヘッドホンで長時間、過度のボリュームで音楽を聴かないでください。難聴、聴力の喪失などの危険性が高くなり
ます。

• 本デバイスで音楽を聴く前に、音量を最小に設定してください。音量を大きくしていると突然大きな音がして、難
聴、聴力の喪失の直接的な原因になる可能性があります。



注意
7 ページ

LaCie d2 DL DVD±RW Drive - Toast 7 Titanium
ユーザーマニュアル

一般的な使用上の注意：
• デバイスを動作させる場合は、5℃〜40℃ の範囲外の温度に晒さないようにしてください。この温度範囲外で使用

すると、デバイスが損傷したり、ケースが変形することがあります。また、熱源の近くに置かないでください。直射
日光 (窓越しの直射日光も同様) に当てないでください。逆に、極端に低温の場所または湿気の多い場所に置くと、デ
バイスが損傷する恐れがあります。

• 装置背面にある通気口を塞がないでください。この通気口は、操作中にデバイスを冷却する働きがあります。通気
口を塞ぐとドライブを損傷し、ショートや火災の原因となります。

• 落雷の恐れがある場合、または長時間使用しない場合は、必ずデバイスのプラグをコンセントから抜いてください。
プラグを差し込んだままにすると、感電、ショート、火災の危険性が高まります。

• デバイスの上に重いものを載せたり、ボタン、コネクタ、トレイに過度の負荷をかけないでください。デバイスの
損傷の危険性が高くなります。

• ご使用前に必ずデバイスを水平に設置してください。水平に設置しないと、落下してデバイスが損傷したり、デー
タの損傷や損失を招いたりすることがあります。

• デバイスを移動するときは、必ずディスク トレイからディスクを取り出してください。ディスクを入れたままにす

ると、書き込まれているデータが損傷したり、デバイスの内部コンポーネントが損傷する可能性があります。

• ディスク ローディング システムに過度の力を加えないでください。ディスクは力を入れなくても簡単に挿入できま
す。問題に気づいた場合は、「トラブルシューティング」を参照してください。

• デバイスの使用または保管にあたっては、埃の多い場所を避けてください。デバイス内に埃が蓄積すると、損傷ま
たは故障の原因となります。

• デバイスのケースを清掃する場合は、ベンジン、塗料用シンナー、洗剤、またはその他の化学製品を使用しないで
ください。これらの化学製品により、フロント パネルやケースが変形したり褪色することがあります。清掃する場合

は、柔らかい乾いた布でデバイスを拭いてください。
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